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平成２４年 ３月 ７日 

 

竹林化学工業株式会社   
東大阪市渋川町3丁目１－４３ 

TEL：06-6721-6165 FAX：06-6720-7308 

水性AQ 防水施工仕様例 (1) 
下地    ：モルタル（何も塗られていない場合）                 

工  程 使 用 材 料 使用量 方  法 作業間隔*1 

下地洗浄 

 

・水道水、デッキブラシにて下地を洗浄  油汚れがある場合は、中性洗剤を用い

洗浄 

十分に乾燥後 

下地処理 ・クラック（ヒビ割れ）がある場合はﾀｹｼｰﾙ速乾ｳﾚﾀﾝｼｰﾗﾝﾄを充填しヘラ等で均す 3時間以上 

72時間以上 

プライマー塗布 

１回目 

ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾓﾙﾀﾙﾌﾟﾗｲﾏｰ 

 

 

0.2kg/㎡ ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾓﾙﾀﾙﾌﾟﾗｲﾏｰをﾛｰﾗｰ、刷毛で下地 

に均一に塗布 

  （液溜まりができないよう均一に） 

3時間以上 

72時間以内 

プライマー塗布 

２回目 

ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾓﾙﾀﾙﾌﾟﾗｲﾏｰ 

 

0.2kg/㎡ ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾓﾙﾀﾙﾌﾟﾗｲﾏｰをﾛｰﾗｰ、刷毛で下地 

に均一に塗布 

  （液溜まりができないよう均一に） 

3時間以上 

72時間以内 

防水材塗布 

１回目 

ﾀｹｼｰﾙ AQ防水TypeS 0.8kg/㎡ ﾀｹｼｰﾙ AQ防水TypeSをﾛｰﾗｰ、刷毛で下地 

に均一に塗布 

3時間以上 

72時間以内 

防水材塗布 

２回目 

ﾀｹｼｰﾙ AQ防水TypeS 0.8kg/㎡ ﾀｹｼｰﾙ AQ防水TypeSをﾛｰﾗｰ、刷毛で下地 

に均一に塗布 

3時間以上 

72時間以内 

トップコート塗布 ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾄｯﾌﾟ 

 

0.12kg/㎡ 

 

ﾀｹｼｰﾙ AQ ﾄｯﾌﾟをﾛｰﾗｰ、刷毛で下地に均一 

に塗布 

養生： 

 7時間以上 

＊１ 作業間隔は気温20℃晴天時の場合のもの 
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＜注意事項＞ 
・タケシールAQモルタルプライマー，タケシールAQ防水TypeS，タケシールAQトップはいずれも水性の塗

料ですので、絶対にシンナー類を加えないで下さい。また、用具の洗浄は水をご使用下さい。 
・タケシールAQ防水TypeS，タケシールAQトップはいずれも水性の塗料ですので、規定量を守って塗布して

ください。必要以上に厚く塗ると中膿みします。 
・タケシールAQ防水TypeSは3％程度水道水で希釈すると塗りやすくなりなります。よく攪拌してご使用くだ

さい。   （タケシールAQ防水TypeS 16kgに対し、水道水500g で3％） 
・タケシールAQモルタルプライマーはカチオン系の材料ですので、タケシールAQ防水TypeSやタケトップP

グレイと混ざると凝固します。絶対に混ぜないでください。刷毛、ローラー等の塗装用具も共用しないでく

ださい。 
・旧塗膜がある（以前何か塗布している）場合は、接着不良が発生する恐れがあります。 

 
 

 
 
    

図-1. 施工図 
 


